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 ２月中の鶏卵の入荷は１月より約10％増加した。中

旬までは香港輸出もかなりあり，加えて末端の需要も

好調であったので，㎏190円がらみの相場が持続して

いたが，中旬にいたって香港輸出が一服したため中だ

るみ182円がらみに下げをみせた。下旬にいたって香

港輸出があって185円がらみに相場は回復したが月終

りには輸出が又も一服したのと，一般の需要減が大き

くひびいて175円までに下げて３月に入った。 

 

 

 

 ２月中神戸港より香港へ積み出された数量は約3.2

万ケース（１ケース13㎏）であった。これからは日一

日と暖気が加わり入荷が増量して来るので，中旬過ぎ

からは更に10円方の下げをみせよう。ともあれ２月の

平均相場は㎏187円で昨年同期より11円高で堅調であ

った。 
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 大阪卵業協会では卵価安の３～４月を消費促進の

好時期として15～17日の３日間，岡山県，香川県，大

阪府等の協賛で卵祭りを開催し，大阪市中にデコレー

ションカー，宣伝車等をくり出してのパレードを展開

して消費の増大を期している。 

 食鳥は１月に引き続いて末端の売行は芳しくなか

ったが，何分にも入荷が少いことから依然としてない

物高の市況であった。即ち若の中びなで月間平均㎏

244円で前年同期より５円高，古の中親めすで同じく

192円の42円高であった。３月に入って若の入荷は幾

分増加しているが，古は依然として入荷少く相場の気

配が強い。 
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 ２月の入荷は牛，豚共に１月より減少したが取引の

方も暖冬のため低調で，活気のない月であった。した

がって相場も弱く，豚は連日ジリ安商状を辿った。即

ち月初め中物で㎏315円がらみから月末には295円と

20円方値を下げて来た。相場は総じて低調であったが，

前年同期よりはめすで㎏20円高，ぬき41円高，おす46

円高，豚は実に104円高と何れも昨年を上廻る相場で

あった。昨年末の豚肉緊急輸入に続いて最近第二次の

豚肉及び生豚の輸入が決定したが，数量は豚肉1,500

トン，生豚4,900頭で３月下旬から入荷して市場への

出廻りは４月早々になるとみられる。農林省はこの輸

入措置によって今年上半期を280円から300円の間の

安定相場に持って行きたい意向のようである。 

 


